
鶏　肉　情　勢 更新

１．国内 (1) 生産状況 単位：千羽、千トン、％

数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比

805,066 101.4% 63,663 98.5%

763,029 101.6% 63,900 97.1% 64,017 95.4% 61,615 98.9% 60,084 95.1%

２．輸入 (1) 2,299.0 101.1% 198.8 99.4% 191.1 96.5% 185.3 98.7% 178.5 95.3%
※参考資料：㈱全国食鳥新聞社発行「PＭＮ]

輸入動向 1000 単位：千トン、％

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 鶏肉 調製品

639.2 584.9 109.3 503.2 478.0 105.3 1,142.4 1,062.9 107.5 56.0 44.0

591.5 639.2 92.5 529.8 503.2 105.3 1,121.3 1,142.4 98.2 52.8 47.2

(2) 45.4 49.9 90.8 50.5 45.6 110.8 95.9 95.5 100.4 47.3 52.7

46.8 52.3 89.5 41.7 38.6 108.0 88.5 90.9 97.4 52.9 47.1

46.2 47.7 96.9 40.3 33.8 119.3 86.5 81.5 106.2 53.4 46.6

(3) 48.1 42.3 113.7 44.1 43.5 101.3 92.2 85.8 107.4 52.2 47.8

51.9 47.7 108.8 48.7 43.3 112.5 100.7 91.0 110.6 51.6 48.4

3.84625 4.62252 ※参考資料：（独）農畜産業振興機構「鶏肉需給表」

鶏肉の消費動向 単位：グラム、円、％ 相場（年別・暦年） 単位：円

１．家計消費 (1) モモ肉 ムネ肉 計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 H30年 595 282 877

1,552 1,495 103.8 1,586 1,547 102.5 R元年 585 243 828

1,555 1,552 100.2 1,682 1,586 106.0 R2年 614 269 883

1,833 1,801 101.8 2,112 1,993 106.0 R3年 641 313 954

２．量販・卸 (1) 1,566 1,563 100.2 1,796 1,650 108.8 R4年 662 348 1,010

1,484 1,499 99.0 1,688 1,601 105.4 R5年 730 395 1,125

1,632 1,650 98.9 1,808 1,719 105.2 R6年 655 369 1,024

1,548 1,549 99.9 1,750 1,630 107.4 R7年 774 500 1,274
※参考資料：総務省統計局HP　家計調査報告(全国・二人以上の世帯1世帯あたり)

在庫状況(推定） 単位：千トン、％

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

36.4 29.6 123.0 111.7 134.9 82.7 148.0 164.5 90.0

３．業務・加工筋 (1) 36.8 26.3 140.2 112.2 139.2 80.6 149.0 165.4 90.1

37.1 25.7 144.1 114.1 139.2 82.0 151.2 164.9 91.7

37.8 25.8 146.8 114.6 131.2 87.3 152.5 157.0 97.1

１．令和8年4月 (1) 36.3 25.0 145.6 113.2 127.4 88.9 149.6 152.4 98.2
※参考資料：（独）農畜産業振興機構「鶏肉需給表」

２．見通し (1) 出回り量(推定) 単位：千トン、％

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

1,721.2 1,689.0 101.9 619.9 606.3 102.2 2,341.1 2,295.4 102.0

1,725.4 1,721.2 100.2 614.8 619.9 99.2 2,340.2 2,341.1 100.0

154.6 155.6 99.3 55.3 54.3 101.9 209.9 209.9 100.0

１．令和8年5月動向 (1) 144.3 142.0 101.6 46.3 48.1 96.2 190.6 190.1 100.3

     139.2 136.8 101.8 44.3 47.6 93.1 183.6 184.4 99.5

146.4 146.0 100.3 47.6 50.3 94.6 194.0 196.3 98.9

149.9 148.9 100.7 53.3 51.5 103.5 203.2 200.4 101.4
※参考資料：（独）農畜産業振興機構「鶏肉需給表」

相場（月別） 単位：円、％

２．見通し (1) 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

700 702 99.7 384 371 103.5 1,084 1,073 101.0

655 730 89.7 369 395 93.4 1,024 1,125 91.0

774 655 118.2 500 369 135.5 1,274 1,024 124.4

830 745 111.4 522 403 129.5 1,352 1,148 117.8

830 744 111.6 508 394 128.9 1,338 1,138 117.6

831 740 112.3 490 392 125.0 1,321 1,132 116.7

839 799 105.0 483 444 108.8 1,322 1,243 106.4

(835) 842 99.2 (480) 497 96.6 (1,315) 1,339 98.2

(830) 832 99.8 (475) 530 89.6 (1,305) 1,362 95.8

※（）は見通し

日本ハム・ソーセージ工業協同組合調べによると令和8年4月度の鶏肉加工品仕向肉量は、前年比98.2%の5千㌧となった。うち
国内品は同91.0%の3.9千㌧、輸入品については同133.9%の1.2千㌧と輸入品は前年を上回ったものの、国内品は前年を下回る
結果となった。

在
　
　
庫

(独)農畜産業振興機構(ALIC)の4月末時点推定期末在庫では国産品36.3千㌧（前年比145.6％）、輸入品113.2千㌧（同88.9%）、
合計で149.6千㌧（同98.2%）となった。

(独)農畜産業振興機構(ALIC)が発表した鶏肉需給表では、4月の出回り量は国産品149.9千㌧（前年比100.7%）、輸入品53.3千
㌧（同103.5%）、合計203.2千㌧（同101.4%）となり、前年からは国産品・輸入品ともに出回り量は増加した。
今後3月以降の見通しは、「出回り量は、5月、6月ともに前年同月並みと予測する。期末在庫は、5月は前年同月をわずかに下回
る一方、6月は前年同月をかなりの程度上回ると予測する。なお、過去5カ年の同月平均との比較でも、5月は前年同期をわずか
に下回る一方、6月は前年同期をかなりの程度上回る（5月：2.4％減、6月：6.8％増）と予測する。」とされている。

（一社）日本食鳥協会による生産・処理動向調査によれば、5月の国内生産は処理羽数・処理重量ともに前年同月比で減少見込
みとなっている。背景としては、災害の影響や、大腸菌症・EC感染症の発生に伴う処分羽数の増加が挙げられる。現時点ではあ
くまで計画値であり、実績数値については引き続き注視が必要である。
また、中東情勢の緊迫化や為替の円安（160円前後）を背景に、輸入チキンモモ肉価格は直近では高水準で推移してきた。一方
で、外食・量販店においては高値感が強まっており、国産品へのシフトが進行している。その影響から、輸入品の実勢価格につ
いては、足元では国内在庫状況等も踏まえ軟化し始めているとの情報もあり、需給動向次第では輸入価格が下落に転じる可能
性も指摘されている。
さらに、今後は梅雨入りや気温上昇に伴う消費動向の変化（食欲低下等）も想定されることから、鶏肉販売の動きについても留意
が必要である。ムネ肉については、引き続き輸入品の流通が見込まれることに加え、量販店での店頭売価が100gあたり約100円
と比較的高値で推移している影響により、消費数量は減少傾向となっている。
加えて、包材やインク不足といった供給面の課題についても引き続き注視が必要である。
以上の状況を踏まえ、6月の相場見通しは、モモ肉835円/kg前後、ムネ肉480円/kg前後での推移を予測する。
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令和8年5月の月平均相場は、モモ肉839円/ｋｇ（前月差+8円）・ムネ肉483円/ｋｇ（同▲7円）正肉合計で1,322円/2ｋｇと前月差+1
円、前年同月差+79円となった。㈱食品産業新聞社発行の畜産日報によると、「5月も下旬を迎え、国産生鮮物はモモ・ムネともに
落ち着いた商いとなっている。モモの引合いも一服感がみられるが、相場は依然として高値でもちあっており、実需とのかい離を
指摘する声も多い。一方、輸入品はブラジルの輸入量回復に伴い、市中不足感が解消され、価格も一時期の高騰から一気に下
落に転じている。ブラジルモモ正肉は700円台半ばまで下げ、タイ産も現地生産遅れの影響で入荷が少ないものの、ブラジル産
に引っ張られる格好で下げている。末端需要が比較的落ち着いているなかで、夏場に向けてもう一段下げの可能性も。」と報告さ
れている。
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㈱食品産業新聞社発行の畜産日報によると、4月の輸入鶏肉(モモ肉)の価格はブラジル産で780円/kgから800円/kg(前年465円
/kg)、タイ産が800円/kg中心(同480円/kg)となっている。要因としては「輸入現物の唱え値は相変わらず高値を維持している。ブ
ラジルの輸入量が回復傾向にあるとはいえ、円安や中東情勢の不透明感などを勘案すると、下げに向かうにはもう少し時間を要
するものとみられる。」と報告されている。

令和8年4月の鶏肉調整品の輸入量は前月から+4.6千㌧の48.7千㌧、国別では中国が+4.3千㌧の20.2千㌧、タイが+0.1千㌧の
27.4千㌧となった。

財務省の貿易統計によると、令和8年4月の鶏肉（原料肉）の輸入量は前月から+3.8千㌧の51.9千㌧、国別ではブラジルが前月
+5.9千㌧の38.7千㌧、タイが▲2.2千㌧の12.6千㌧となった。
(独)農畜産業振興機構(ALIC)によると今後の見通しは、輸入量は5月は54.5千㌧(前年比112.3%)、6月は55.7千㌧(同108.1%)と5
月6月ともに増加する予測である。要因としては、「輸入量は、前年のブラジル産の輸入量が価格上昇等により低水準であったこ
とや、最近の現地での生産が堅調であること等から、5月はかなり大きく、6月はかなりの程度、いずれも前年同月を上回ると予測
する。なお、3カ月平均でも、前年同期をかなりの程度上回ると予測する」とされている。
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生産・処理動向調査（（一社）日本食鳥協会令和8年5月末実施）によると、「4月の処理出荷推計実績は処理羽数が前年同月比
97.1%、処理重量も同99.4％と、前月時点の計画値からともに上方修正されている。現時点での5月の予測は処理羽数が前年同
月比95.4%、処理重量は同96.5％の見通しと、前月時点の予測からわずかに上方修正された。6月は処理羽数は同98.9%、処理
重量は同98.7%、7月は処理羽数は前年同月比95.1%、処理重量は同95.3％の予測。」と報告されている。
R8年5月以降については現時点ではあくまで計画値であり、実態数値については引き続き注視が必要である。
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一般社団法人全国スーパーマーケット協会の販売統計調査によると、令和8年4月の食品売上高は全店ベースで前年比102.0%
と前年を上回り、生鮮3部門の売上高は全店ベースで同102.7%、既存店ベースは同101.1%。畜産部門の売上高は約1,300億円で
全店ベース同104.9%、既存店ベース同103.1%となった。
また同社が取りまとめたスーパーマーケット景気動向調査によると、「引き続き、価格上昇を背景に豚肉・鶏肉など値頃商材への
需要シフトが継続している。大容量パックや価格訴求商品も引き続き支持された。牛肉は輸入牛が相場高の影響で低調が続く
も、国産牛や和牛は販促効果もあり回復傾向もみられた。小間切れや切落しなど値頃商品の動きに加え、週末には焼肉用やス
テーキ用商品が売上に寄与した。豚肉は、切落しや生姜焼き用など日常使いの商品が堅調で、しゃぶしゃぶ用も販促効果により
好調に推移した。鶏肉は相場高と一部の品不足が続く中でも、モモ・ムネなど定番部位に加え、味付け商品や冷凍品が売上を
牽引した。加工肉はハム・ベーコン・ソーセージ類などが伸び悩んだ。」と報告されている。

総務省統計局発表の家計調査報告(全国・二人以上の世帯1世帯あたり)によると、令和8年4月の生鮮肉消費（購入）は数量
4,208g（前年比100.6%）、金額6,958円（同103.9%）と、数量・金額ともに前年を上回った。鶏肉は数量1,548g（同99.9%）・金額1,750
円（同107.4%）・単価113.03円/100ｇ(前年同月差+7.8円)と数量は前年を下回ったものの、金額・単価はともに前年を上回った。牛
肉は数量は前年を下回ったものの金額は前年を上回った。豚肉は数量・金額ともに前年を上回った。


